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1. 背景
■ 昨今の物価高騰の影響によりエンジンオイルの価格が著しく上昇しており、日々の油脂代コスト

が経営における大きな負担となっていた。
■ さらに、市場でのエンジンオイル自体の枯渇問題にも直面しており、安定した車両運用のために

交換頻度や使用量を削減することが急務であった。
■ このような厳しい状況下において、目先の運用にとらわれず、中長期的な視点から車両メンテナ

ンスのあり方を抜本的に見直す必要に迫られていた。

2. 取り組み
■ 一時的な油脂代のコスト増を受け入れた上で、あえてシェル社製の高品質な合成油「リムラR6」

を導入した。
■ 一般的な合成油と比較して導入価格が2～3倍と高額であるものの、同製品が持つ極めて優れ

たエンジン保護性能を高く評価して決断した。

3. 結果
■ 高品質なオイルの保護性能により、エンジン内部の部品耐久性が飛躍的に向上した。
■ オイル交換スパンを大型車で7万km、小・中型車で4万kmへと大幅に延長できた。
■ 結果として、長期的な視点でのトータル修理費および運用コストの大幅な削減に成功した。

フジトランスポート株式会社さん

高級オイルが修繕費を減らす経費削減 Cグループ共有事例　文責：伊藤 英也



サプライチェーンのすべてに、こたえを。Copyright © Funaisoken Supply Chain Consulting  Inc. All Rights Reserved　

ロジスティクスプロバイダー経営研究会

2026年7月 整備部会 情報交換会議事録

2

1. 背景
■ かつては、部品が故障・不調になってから初めて交換する「事後対応型」の運用を行っていた。
■ しかし、これでは運行中の突発的な立ち往生を招きやすく、売上減少という致命的なリスクを抱

えていた。
■ 会社としてこの状況に危機感を覚え、車両トラブルによる機会損失を防ぐための根本的な見直し

が急務であった。

2. 取り組み
■ 従来の事後対応から方針を大きく転換し、トラブルを未然に防ぐための「予防整備」を徹底する

運用へと切り替えた。
■ 部品の実際の消耗状態に関わらず、あらかじめ設定した明確なルールに基づく定期交換を実施

する仕組みを導入した。
■ 具体的には、「バッテリーは2年ごと」「各種ベルト類は車検のタイミング」といったように、厳格な

交換期限を定めて管理した。

3. 結果
■ 予防整備を徹底したことで、運行中の突発的な車両トラブルを排除できるようになった。
■ トラックの立ち往生による遅延を防ぎ、売上減少というリスクを見事に解消した。
■ 大きな機会損失を未然に防ぐことで、目に見えない形での業績向上へと繋げている。

日本液体運輸株式会社さん

定期交換化で緊急事態を防ぐリスクヘッジ Cグループ共有事例　文責：伊藤 英也
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1. タイヤ・オイル交換の完全内製化と社内人材の活用  
■ 3年半前からタイヤ交換およびオイル交換を完全に自社で実施して内製化している。
■ 自社で雇用した専属整備士1名のほか、ドライバーの中に整備士資格を

保有している人員が2名いた。
■ 現在は、社員の中から優秀な若手スタッフにタイヤやオイル交換の作業を教え込み、

週末などの空き時間に整備を行わせている。 

2. 中国製タイヤと格安チェンジャーの導入による大幅なコスト削減  
■ 安価な中国製タイヤを8割近く使用しており、これらは大手メーカー系列の工場での

持ち込み交換を拒否されるため、自社で交換設備を整える必要があった。
■ 新品で約600万円する国産メーカー製の代わりに、当時80万円で購入した安価な中国製タイヤ

チェンジャーを導入したが、3年半使用する中で大きなトラブルもなく稼働している。
■ 自社で100台強の車両に対し、2ヶ月に1回の頻度でタイヤのローテーションや

軸の組み換えを実施することで、年間約1300万円もの外注費用を削減している。 

3. 移動式サービスカー導入の検討  
■ 各拠点での自社整備体制を整えるため、4tパワーゲート付きのサービスカー

（車内にチェンジャーやコンプレッサーを装備）の導入を検討 している。

株式会社エル・ティー・コーポレーションさん

完全自社整備と年間 1,300万円の外注費削減  Dグループ共有事例　文責：田端 慎太郎
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1. 現状・事業展開
■ 青森県に本社を置き、岩手や宮城にも拠点を持っている。
■ 現在、車両整備の割合は自社整備が70%、外部委託が30%
■ メイン顧客（佐川急便など）が事故や故障に対して非常に厳しく、トラブル発生時の責任の所在を

明確にする必要がある。

2. 取り組み内容
■ 足回りなど事故に直結する整備はディーラーに任せ、トラブル時に「見解書」を出せる状態を担

保してリスク管理を行っている。 
■ 3ヶ月点検においては、標章を切る作業のみディーラーに依頼し、自社でやれる部分は全て自社

で対応している。
■ 自社保有のチェンジャーで全拠点のタイヤ交換や簡易的フレーム修正の内製化。

3. 整備士確保とそのほかのコスト削減の取り組み
■ 残業なし・土日休み・工具要望通り支給で給与35万円の待遇を用意し4人を獲得。
■ 大型タイヤはミシュランを導入し、空気圧設定とリグルーブで2年の長期利用を実現。
■ パンク時の買取保証等も合わせ、コスト削減と燃費7%向上を達成している。 
■ 一方四トン車では、最も安価な国産の「ヨコハマ」を採用し、1年で履き潰す低コスト運用を行い、

車種・運行形態による使い分けをしている。

株式会社ツーワン輸送さん

リスク管理に基づく整備範囲の切り分け Eグループ共有事例　文責：上田 麗妃
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1. 基本情報と整備体制  
■ 埼玉県三郷市に拠点を置き、自社の車両台数は70台。 
■ 以前は新車ベースで7〜9年サイクルを回していたが、現在は新車価格の高騰によりその前提が

崩れ、中古車を活用しながら柔軟に対応するようになっている 。 

2. 取り組み内容と成果  
■ 予防整備の取り組みとして、インジェクター洗浄機（ディーゼルPro）を3台導入 。 
■ 年1回の定期的な洗浄作業を実施し、燃費悪化やマフラー詰まりの要因を取り除く。
■ 通常の約1.7倍の価格となる高性能オイルをあえて採用することで、エンジン保護とDPFトラブル

（ススによるフィルターの詰まり ）の大幅な削減に成功している 。 
■ 輸入タイヤを40FTコンテナ単位で一括購入しており、2〜3ヶ月で消費しきるサイクルを回して大

幅な仕入れコスト削減を実現している 。 
■ 蓄積した予防整備のノウハウを活用し、

3ヶ月点検やオイル交換、洗浄サービス

などを外部企業へ販売して利益化している 

　　　　　インジェクター洗浄機（ディーゼルPro）
3. 今後の展開 
■ 来年を目途に調整区域での新規整備工場立ち上げを検討しており、許可条件を満たすためにも

外販事業を強化している 。 

株式会社信光物流さん

予防整備と設備投資による外販展開  Fグループ共有事例　文責：疋田 遼

https://advantage-e.jp/dieselpro/dieselpro.html
https://advantage-e.jp/dieselpro/dieselpro.html
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1. 滋賀近交運輸倉庫株式会社
■ 異常箇所が判明した際、自社で部品交換を行うか、ディーラーに箇所を指定して依頼するか、具

体的な運用方法を模索中である。
■ ディーラー持ち込み時に発生する高額な診断料に不満を抱き、ツールによる異常箇所の特定で

費用を削減できないか検討している。

2. 草水運送株式会社
■ チェックランプ点灯の主な原因は、DPF、NOxセンサー、O2センサーの3点である。
■ このうち、NOxセンサーとO2センサーについては自社で交換作業を実施している。
■ 機器の購入にあたり、トラック協会等が実施する環境改善の補助金（上限50万円、費用の1/2補

助）を活用した。
■ 異常箇所が分かるだけではディーラー頼みとなるため、コスト削減には実際に修理を行ってラン

プを消去できる人材が不可欠である。

3. 栗木運輸株式会社
■ スリランカ人研修生からの要望がきっかけでスキャンツールを導入した。
■ 自社は指定工場であるため診断結果をディーラーへ引き継げるが、一般運送会社の場合は

ディーラーで再チェックされ、結局診断料を請求される可能性が高い。
■ 機器があっても実際に直せる人材がいなければ、異常が分かるだけで終わってしまう。

4. たちばな運輸株式会社
■ 整備部門の担当者（2級整備士）が外注費用を見て、無駄が多いと感じている。
■ スキャンツールを用いたエラー表示の消去等の作業を内製化し、コスト抑制したいと検討してい

る。

滋賀近交運輸倉庫株式会社さん、草水運送株式会社さん、
栗木運輸株式会社さん、たちばな運輸株式会社さん

スキャンツールの導入状況と懸念点 Gグループ共有事例　文責：遠藤 修大
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1. 背景
■ 中途採用や専門学校からの採用が極めて困難であり、外国人材への依存から脱却したいという

思いから、新人を一から自社で育て上げようと決意した。

2. 取り組み
■ 工業高校など学校を直接訪問し、進路指導や就職担当の先生と関係を構築する「高校回り」を

始め、高校とのパイプを地道に築いている。
■ 東京に就職したものの地元に帰ってきた卒業生を先生から紹介してもらう等、地道な連携が採

用に繋がっている。
■ 3級の自動車整備士資格を取得すると給与に30,000円の手当が上乗せされる仕組みを作り、若

手社員の強いモチベーションに繋げている。
■ 整備士として経験を積んだ後、本人が希望すればドライバーや他のグループ企業へ異動できる

制度を設け、離職を防いでいる。

3. 実績
■ この取り組みにより、直近5年間で6名の高卒社員を採用している。

4. 今後の展望
■ 自社の整備工場を「勉強する、教育する整備工場」のような位置づけとし、長い目で高卒の若手

人材を育成していく方針を定めている。

十和運送株式会社さん

「真っ白な状態から整備士を育てる」高校生採用 Hグループ共有事例　文責：江森 到斗

https://www.jaspa.or.jp/mechanic/faq/

